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植物病原菌は植物の生育・生存に作用することで、植生や生態系全体に対しても影響を及ぼしうる。北極ツン
ドラ域においても多様な植物病原菌が報告されているが、それらが宿主植物を介して生態系に与える影響につい
ては研究が進んでいない。本研究では、キョクチヤナギの病原菌である黒紋病菌が宿主の炭素収支に及ぼす影響
を明らかにすることで、植物病原菌が持つツンドラ生態系の炭素循環への影響について評価した。 
調査地であるスピッツベルゲン島では、矮性低木植物のキョクチヤナギが優占している。この植物には数種の
植物病原菌が感染するが、中でも本研究の対象種である黒紋病菌は分布域が広く、感染率が高い。黒紋病菌はキ
ョクチヤナギに感染後、生葉上に子実体を形成する。そのため、本菌は感染したヤナギの光合成生産を抑制する
（光合成阻害）と同時に、子実体形成に伴い消費する炭素を宿主から奪取する（炭素利用）。本研究では、これ
ら２つの黒紋病菌によるヤナギの炭素収支への影響（光合成阻害と炭素利用）に着目し、感染葉の炭素収支を推
定した。さらに、本研究結果と既報の生態系炭素循環モデル（Nakatsubo et al. 2005: Uchida et al. in press）を用いて、
本菌がツンドラ生態系炭素循環に及ぼす影響を評価した。 
研究の結果、本菌による光合成阻害により、感染葉の個葉あたりの純生産量は健全葉の 90％程度となった。一
方で、本菌が子実体形成のために利用する炭素量（呼吸量＋炭素含有量）は感染葉が着葉期間を通して同化する
炭素量を上回る値となった。また、本研究結果を炭素循環モデルに組み入れたところ（図１）、感染率が 30%の
ヤナギ群落では、大気からヤナギ群落へ固定される炭素量が 3%減少し、固定された炭素の 30%は黒紋病菌を介し
て環境中へ放出される（約 8.5%が菌の呼吸により大気中へ、21.5%が落葉に付着した子実体として土壌中へ移動す
る）ことが明らかとなり、植物病原菌の存在が生態系炭素循環に対しても大きな影響を及ぼす可能性が示された。 
 
 
図１ 病原菌の影響を加えた生態系物質循環のコンパート
メントモデル Uchida et al. (in press)を改変 
 
健全群落が大気中から固定する炭素量を 100とした場合の
循環炭素量を数値で表した。感染群落は固定される炭素が
3%減少し、固定された炭素のうち 30%は菌に利用される。 
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